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日本最北端の島である利尻島と礼文島の針葉樹林
における土壌動物調査から陸生ハマトビムシが採取
されたので，その同定結果と生態的知見を報告す
る．利尻島の土壌サンプルは佐藤雅彦が，礼文島の
サンプルは宮本誠一郎が採取し，それを石井清が大
型ツルグレン装置で７日間抽出して土壌動物を得
た．ハマトビムシの同定は森野浩が担当した．各採
集地の詳細は以下のとおりである．また，各採集時
の土壌サンプルの量を表１に示した．いずれの採集
地でも各時期２地点（Ａ地点及びＢ地点）で土壌を
採取し，結果ではそれらをあわせて示した．
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Abstract. Studies of soil animals in Rishiri and Rebun Islands, Northern Hokkaido, revealed the occurrence 

of a talitrid amphipods, “Orchestia” solifuga, from coastal coniferous forests of both islands. This is the first 

record of this peculiar species from the northern part of Hokkaido. Distribution and breeding activities of 

this species is briefly discussed.
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各採集で得られたハマトビムシの個体数は以下の
とおりである．
利尻島：2007 年 5 月 31 日　49 個体（幼体含む ,

以下同様）, 同年 7 月 31 日　39 個体 , 同年 9 月
28 日　71 個体 .

礼 文 島：2007 年 5 月 31 日　21 個 体 , 同 年 6 月
27 日　13 個体 , 同年 9 月 18 日　2 個体 .
同定の結果，両島から得られたハマトビムシは全

て同一種で “Orchestia” solifuga Iwasa， 1939 と
同定された．以下に分類学的コメントと分布・生態
について述べる．

	 “ Orchestia” solifuga Iwasa， 1939
	 （和名：キタオカトビムシ）
	 Iwasa, 1939：271-273, Pl.XIV
	 森野 , 1999：627, 628, 633, 643

成体標本を実体顕微鏡下で検鏡後，森野（1999）
によって同定し，さらに利尻島 7 月 31 日のサンプ
ルからオス 1 個体（体長 9.2 mm），抱卵メス 1 個
体（11.3 mm）を解剖し，各付属肢などを原記載
と詳細に比較した．その結果，両島からのハマトビ
ムシは，キタオカトビムシと同定された．なお，こ
のメスの有していた卵数は 13 個で，長径は 0.885 
±0.042 mm， 短径は0.716±0.036 mmであった．

ハマトビムシ科（Talitridae）の Orchestia 属は
世界各地の海岸及び海岸林に出現する多数の種を含
んでいたが，Bousfield（1982）は本科の再検討を
行って，この属を大西洋から地中海の海岸付近に分
布する近縁種群に限定した．一方，本種は第１触角，
第１咬脚（メス），鰓，第１尾肢などに特徴があり，
日本産を含む他のハマトビムシ類との類縁が不明で
属の位置がまだ確定していない（Bousfield, 1982,  
1984）．従って，ここでは括弧付きの属名で示して

おく．

分布
本種は，Iwasa（1939）が北海道厚岸の海岸林（北

海道大学厚岸臨海実験所近くの丘の落葉の下）から
の標本に基づいて記載した．その後，宮本（1982, 
1984）は福井県を中心に北陸地方のハマトビムシ
類の分布を精力的に調べ，福井県の越前加賀平野，
小浜湾から本種を確認した．いずれも海岸林又は海
岸に比較的近い植生（クロマツ林，落葉樹林，草地
を含む）から採集されている．北海道では厚岸以外
に，根室半島，知床半島にも分布する（宮本，私
信）．利尻島及び礼文島における本種の生息場所の
特徴は，従来の知見と変わるものではない．礼文島
でのサンプル個体数は利尻島におけるそれよりも少
なかったが，これは採取した土壌サンプルの量の違
い（表１参照）とともに植生の複雑さが関係してい
る可能性がある．今回の調査場所は両島ともそれぞ
れ一カ所ずつであった．さらに生息環境の異なる場
所での調査を行うことで，本種の両島における植生
を含む生息環境の特性を明らかにできるだろう．な
お，前原ほか（2003）は利尻町沓形登山道沿いの
２地点（標高 200m，400m；トドマツ・エゾマツ
林）で土壌動物の定量調査を行い，標高 400m で “ヨ
コエビ” を得ている．それは，かなり低い密度（2
個体 /m2）であった．ハマトビムシ類に関しては，
海岸潮間帯上部にも他の種が出現する可能性はきわ
めて高い．これらの知見にも興味が持たれる．

キタオカトビムシの分布記録をまとめると，本種
は北海道の北部から東北部と北陸地方の一部（福井
県）に分布することになる．北海道および東北地方
の日本海側にも連続した分布が予想される（宮本，
1984）が，分断的な分布の可能性も否定できない．
分布に関する今後の調査がまたれる．

表１．利尻島と礼文島の調査地における土壌サンプル湿重量
利尻島 2007 年 5 月 31日 2007 年 7 月 31日 2007 年 9 月 28 日

kg 19.76 11.57 12.86

礼文島 2007 年 5 月 31日 2007 年 6 月 27 日 2007 年 9 月 18 日

kg 8.47 5.04 11.90
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利尻島の個体群
利尻島の各サンプル調査の結果，季節によって個

体群の体長組成と繁殖率が大きく異なることが示唆
されたので，ここにその結果を示しておく．図１
に 2007 年 5 月，7 月，9 月サンプルの体長組成を
示した．オスは第２咬脚での性的２型の発現で，メ
スは覆卵葉の存在で区別し，いずれの特徴も持た

ない個体を幼体とした．体長は，背面をまっすぐ
に延ばした状態で頭部の先端から尾節板の後端ま
でとした．この図から，雌雄の区別は体長約 6mm
から現れ始め，また，メスの体長がオスよりやや
大きいことがわかる．5 月は連続するゆるやかな２
山型の体長組成を示すが，7 月には幼体が増えて明
らかな２山型になり，9 月には幼体の成長と成体の

図１．利尻島仙法志におけるキタヨコエビの体長
組成の季節的変異．

図２．利尻島仙法志におけるキタヨコエビ（メス）
の体長組成と繁殖の季節変異．
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減少がみられた．これらのことから，本種の繁殖
は 7 月頃から始まり 9 月頃に終えるものと想定さ
れる．図２に 5 月，7 月，9 月のメスの体長組成と
その中に占める成熟メス（抱卵個体，および覆卵葉
に剛毛を備えた個体）を示した．調査期間中では体
長 10mm 前後から性成熟が始まり，３つの時期の
間では 7 月に繁殖率の明らかなピークがみられた．
このことは，上記の考察を裏付けている．生活史の
解明には少なくとも周年にわたる個体群の追跡調査
が必要である．なお，礼文島のサンプルでは成熟メ
スは確認できなかった．
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